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稚内市からは３種のコウモリの記録があるが，こ
れまでヒナコウモリ属 Vespertilio が確認されたこ
とはなかった（佐藤ほか，2003）．2011 年 10 月，
稚内市中央の市立稚内病院の外壁にいる１個体のコ
ウモリが水戸部誠さん（市立稚内病院）によって撮
影され，サロベツ湿原センター経由で筆者にその照
会があった．撮影された写真から，本個体はヒナコ
ウモリ属に含まれる個体と考えられたので，ここに
その詳細を報告するとともに，北海道北部における
これまでのヒナコウモリ属の記録を再整理した．

報告に先立ち，貴重な情報提供をいただいた水戸
部誠さん（市立稚内病院），そして，その照会をい
ただいた嶋崎暁啓さん（サロベツ・エコ・ネットワー
ク），北海道北部のヒナコウモリの記録についてご
教示いただいた出羽寛さん（オサラッペ・コウモリ
研究所），吉行瑞子さん，遠藤公男さん，英文校閲
のRonald L. Felzerさん（Merritt College, U.S.A）
に心から感謝したい．

観察記録
観察されたコウモリは，2011 年 10 月 10 日に市
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Abstract. An unidentified bat belonging to the genus Vespertilio was observed in an urban area in Wakka-

nai, Northern Hokkaido, in October 2011. This is the first record of the genus Vespertilio from Wakkanai. 

All of the records of V. sinensis and V. murinus from northern Hokkaido are also presented as a table and a 

distribution map with a short review.

立稚内病院の５階北病棟の外壁にいるところを同院
看護師の惣万里美さんによって発見された．水戸部
さんによると，この場所は地上からおよそ 19.3m
の高さにあり，この個体は最初に発見された姿勢
から特に動くこともなく，10 月 14 日の早朝には
いなくなっていたという．10 月 13 日に撮影され
た写真によると（図１，２），本個体は，厚く幅広い
耳介と丸みを帯びた耳珠，根本が黒く先端が明る
い茶褐色の体毛などの特徴を持ち，ヒナコウモリ
属に含まれる個体と考えられた．本属に含まれる
種としては，これまでに北海道内においてヒナコ
ウモリ Vespertilio sinensis とヒメヒナコウモリ V. 
murinus の２種が確認されているが，両種は酷似
する上，本件では性別の判定や計測なども行われな
かったため，種の同定はできなかった．

なお，外壁のタイルの計測値（高さ 72mm）と
撮影された個体の写真の比較から，前腕長の推定値
を算出すると 42-43mm であった．この値はヒメヒ
ナコウモリの範囲に含まれ，これまでの例などから
本種飛来の可能性もあるが（Kawai et al., 2010），
実測値ではないため，本報告では参考値としてのみ
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示す．

北海道北部におけるヒナコウモリ属の記録
北海道北部におけるヒナコウモリの記録は佐藤

（2003）によってまとめられたが，その後，ヒ
メヒナコウモリの発見に関連する変更（Satô & 

Maeda, 2003）や，標本記録および保護記録など
の追加があった．そこで，再度，それらの記録をヒ
ナコウモリおよびヒメヒナコウモリの２種について
表１にまとめるとともに，士別市以北の記録につい
ては分布図として図３にまとめた．なお，筆者らは
1992 年からかすみ網を用いたコウモリの捕獲調査

図１−２．市立稚内病院の外壁で観察されたヒナコウモリ属の１種（2011.x.13，水戸部　誠さん撮影）．

年月日 場所 種 個体数・性別 出典 
1966.12.19 士別市 V. sinensis １♀ 服部，1971
1967.7.19 士別市 V. sinensis ２♀ 服部，1971
1968.10.23 士別市 V. sinensis １♀ 服部，1971
1974.5.3 東川町 V. sinensis ２不明 出羽・小菅，2001
1974.8.2 豊富町稚咲内 V. sinensis ２♀ Yoshiyuki, 1989
1975.9.6 旭川市共栄 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1976.8.13 東神楽町 V. sinensis 80 不明 出羽・小菅，2001
1977.9.4 旭川市豊岡 1 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1977.9.13 旭川市 4-7 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1980.12.11 旭川市忠和 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1983.9.4 旭川市宮下 V. sinensis １♂ 出羽・小菅，2001
1985.11.12 苫前町 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1989.11.? 旭川市 4 条 4 丁目 V. sinensis １♂ 出羽・小菅，2001
1989.12.10 旭川市近文 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1990.11.24 旭川市東旭川 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1990.12.25 旭川市豊岡 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
1996.11.8 旭川市旭山動物園 V. sinensis １不明 出羽・小菅，2001
2000.10.1 小平町大椴 V. sinensis １♂ 佐藤・小野，2000
2001.11.9 旭川市旭岡 V. sinensis １不明 出羽，2001
2002.8.14 旭川市７条７丁目 V. sinensis １♂ 出羽，2002
2002.9.23 礼文町香深 V. murinus １♀ Satô & Maeda, 2003
2003.1.6 旭川市旭山 V. sinensis １♂ 出羽，2005
2003.8.30 羽幌町南 4-3 V. sinensis １♂ 佐藤，2004
2005.12.16* 羽幌町市街 V. murinus １♂ Kawai et al., 2010

表１．北海道北部におけるヒナコウモリ属の記録

*Kawai et al. (2010) では 12/17 であるが，保護施設からの私信によると保護日は 12/16 で
あったので本表ではその日付を示した．
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を継続しているが（佐藤ほか，2008；佐藤ほか，
2011 など），これまでに調査が行われた北海道北
部の 22 市町村においてヒナコウモリ属の捕獲やそ
の具体的な生息情報などを得ることはなかった．

表１によると，ヒナコウモリの旭川以北の記録は
決して少なくないが，そのほとんどが単独個体で，
８月～ 12 月の記録が多い（図４）．

８月の記録は 4 例あり，1976 年の東神楽町の記
録は 80 頭と一度に確認された個体数が多く，繁殖
コロニーの可能性が高いと思われるが，残念ながら
性別の記録がなく，その詳細は不明である．2001
年の旭川市，2003 年の羽幌町の２例は，どちらも
１個体のオスの報告である．

北海道南部の倶知安町の繁殖コロニーの調査で
は，４月下旬からヒナコウモリのメス成獣が集合
し，７月上旬に出産，８月中旬からはメス成獣，オ
ス幼獣，メス幼獣の順番で分散を始める，とされて
いる（福井・百年の森ファンクラブコウモリ調査グ
ループ，2001）．北海道北部のヒナコウモリについ
ても仮にこれに従うと考えると，８月が分散開始の
時期，１～４月が冬眠時期と考えた場合，北海道北
部の８～ 12 月の記録はそのほとんどが分散個体に
よってもたらされていると考えられた．

なお，1976 年の東神楽町の例を除けば，繁殖し
ていた可能性が高い記録としては，1974 年８月
に豊富町で捕獲された２頭のメス成獣の記録で，
これらの個体は授乳中だったという（Yoshiyuki, 
1989：吉行，私信）．その後，2000 年に筆者らによっ
て同町の調査が行われたが，ヒナコウモリ生息の証
拠を見つけることはできず，現在も生息しているか
どうかは不明である（佐藤ほか，2001）．

ヒメヒナコウモリについては，2002年の礼文島，
2005 年の羽幌町の２例があり（Satô & Maeda, 
2003; Kawai et al., 2010），これらは全て単独個
体で９月，12 月の保護であることから，分散移動
個体と考えられる．

このように道北北部におけるヒナコウモリ属の記
録のほとんどは両種において８～ 12 月の期間が多
く，単独個体が大半を占め，夏の繁殖時期の記録が
ほとんどない．そのため，本地域で確認されたヒナ

コウモリ属は繁殖地などの夏のねぐらから越冬地に
向かう分散移動個体である可能性が高いと思われ
た．

また図３から，その発見地点は両種とも日本海側
の沿岸部に多いことがわかる．これらの地域には市
街地が広がり，人間の眼に野生動物が触れやすいこ
とも原因の一つとして考えられた．しかし，沿岸部
自体がコウモリの移動ルートや目的地となっている
可能性もある．ヒナコウモリ属は長距離の移動を行
うことが知られている（Masing, 1989）．ヨーロッ
パにおけるヒメヒナコウモリの標識調査では，繁殖

図３．士別市以北のヒナコウモリ属の記録の分布．●はヒナ
コウモリ，●はヒメヒナコウモリ，▲は本観察記録．

図４．北海道北部におけるヒナコウモリ属の月別記録件数．
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地から南西方向に南下することが多いことや，それ
以外の南下の例，時には海をも越えるほどの長距
離を移動する例も報告されている（Hutterer et al., 
2005）．そのため，国外から北海道北部に南下して
きている可能性も否定できない．ヒナコウモリは台
湾も含む中国の東側，そして極東地域にも分布し
（Horácek, 1997；Smith & Xie, 2008），ヒメヒ
ナコウモリも韓国，中国北部，シベリアに分布して
いる（Dietz et al., 2009；Smith & Xie, 2008）．

北海道北部の日本海側で点々と確認されるこれら
Vespertilio 属の個体がどこから来ているのかは現
時点では不明であるが，今後の標識調査などの成果
のほか，更に多くの地域での発見に期待したい．
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